
法学科 科目履修表

配当年次 卒業単位
124第 1 年次 第 2 年次 第 3 年次・第 4 年次

目
科
修
必
択
選

A

必須法律科目
［A-1］ ❶

憲法Ⅰ④
刑法Ⅰ④
民法Ⅰ④

憲法Ⅱ④
民法Ⅱ④
民法Ⅲ④
商法Ⅰ④

20

48

68

基本法律科目
［A-2］ ❷

国際法Ⅰ②
国際法Ⅱ②
行政と法②
行政法Ⅰ② 
刑法Ⅱ④
英米法④

国際法Ⅳ②
国際法Ⅲ②

行政法Ⅱ②
判例行政法②
民法Ⅳ④
商法Ⅱ④

刑事訴訟法Ⅱ②
刑事訴訟法Ⅰ②

民事訴訟法④

労働法④
経済法④
知的財産法④
租税法④
比較憲法④
国際私法④
法哲学Ⅰ②
法哲学Ⅱ②

28

所定の単位を超え
て修得した必須法
律科目❶の単位数
は、こちらに算入
される。

外国語科目
［A-3］ ❸ 英語②　フランス語②　ドイツ語②　中国語② 12

総合的・
基礎的科目
［A-4］

❹ 基礎教養科目（②または④ ）、情報科目② 4

❺ 特設演習（②または④ ）、特設基礎講義（②または④ ） 4

目
科
択
選

B

法学科関連科目
［B-1］ ❻

特殊講義（法）（②または④ ）

選択必修科目のうち、
所定の単位を超えて修
得した❷、❺の科目の
単位数は、こちらに算
入される。

36

演習（法）（②または④）

政治学科
関連科目
［B-2］

❼

政治学Ⅰ・Ⅱ（各②）
行政学Ⅰ・Ⅱ（各②）
日本政治過程論Ⅰ・Ⅱ（各②）
日本政治外交史Ⅰ・Ⅱ（各②）
公共政策Ⅰ・Ⅱ（各②）
国際政治史Ⅰ・Ⅱ（各②）

ヨーロッパ政治史Ⅰ・Ⅱ（各②）
日本政治思想史Ⅰ・Ⅱ（各②）
西洋政治思想史Ⅰ・Ⅱ（各②）
特殊講義（政）②
外国書講読（政）（②または④）

演習（政）④

特別演習（②または④）

国際社会科学部
関連科目［B-3］ ❽

Law and Economics ②

Corporate Finance and Law②
Asian Business Law②
International Comparison of Law and Society②
International Trade Law②
Intellectual Property Rights in the Global Market ②

経済学部
関連科目［B-4］ ❾

一般経済史（法学部）④
経営学総論（法学部）④

金融論④
経済政策④
会計総論（法学部）Ⅰ②
会計総論（法学部）Ⅱ②
財政学（法学部）④

日本経済論Ⅰ②
日本経済論Ⅱ②
経済原論（法学部）④

外国語科目
［B-5］ 10 ロシア語、スペイン語、イタリア語、朝鮮語、アラビア語 選択必修科目のうち、

所定の単位を超えて修
得した外国語科目❸は、
こちらに算入される。

4 単位まで

目
科
由
自

C

自由科目

11 スポーツ・健康科学Ⅲ①

20
12 政治学科および他学部の一部の科目

13 5 大学間交流提供科目（f-Campus）

所定の単位を超えて修得した❹、❻、❼、❽、❾、10の科目

4 単位まで

注）法学部学生が履修できる一般経済史、経営学総論、経済原論、財政学及び会計総論は、法学部学生向けの科目（時間割表やシラバスでは「◯◯◯◯（法学部）」と表記）のみである。

【選択必修科目】 1. 必須法律科目（❶）の超過分が基本法律科目（❷）に算入される。
【選択科目】 1. 基本法律科目（❷）の超過分が算入される。
 2. 特設演習（❺）の超過分が算入される。
 3. 選択必修の外国語科目（❸）の超過分が選択の外国語科目に算入される。
【自由科目】 1. 基礎教養科目と情報科目（❹）の超過分が算入される。
 2.選択科目である法学科関連科目（❻）、政治学科関連科目（❼）、国際社会科学部関連科目（❽）、経済学部関連科目（❾）、外国語科目（10）の超過分が算入される。
【随意科目】 1. 他学部の（法学科で指定していない）総合基礎科目
 2. 経済学部の専門科目のうち、民法、商法、基礎ミクロ経済学、基礎マクロ経済学、ミクロ経済学、マクロ経済学
 3. 国際社会科学部の専門科目のうち、ビジネス法、ミクロ経済学、マクロ経済学、会計学

※①～④は単位を表す（② =2 単位）


